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春
の
訪
れ
を

知
ら
せ
ま
す

　県立秦野戸川公園では例年、一足早く河津桜が見ごろを迎えます。
　河津桜は 2月上旬から開花し始める早咲きの桜で、淡い紅色の花をつけます。
開花期が約一ヶ月と、長く楽しむことができますが、開花のメカニズムが複雑で、
その年や株によって開花の時期を予測するのが難しいという、観光客泣かせな特
徴も持っています。
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令
和
元
年
11
月
７
日
、（
一
社
）

神
奈
川
県
農
業
会
議
が
、
厚
木
市

文
化
会
館
に
お
い
て
、
令
和
元
年

度
神
奈
川
県
農
業
委
員
会
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
ら
約
７
０
０

人
が
出
席
し
、
各
種
要
望
を
決
議

し
た
ほ
か
、
農
業
委
員
会
活
動
の

強
化
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

委
員
会
活
動
や
農
業
活
動
等
の
先

進
事
例
を
視
察
研
修
し
、
先
進
の

農
業
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
令
和
２
年
２
月
７
日
、
静

岡
県
伊
豆
市
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
県
外
農
業
優
良
事
例
調
査
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

と
し
て
の
ジ
ビ
エ
利
活
用
を
取
り

入
れ
た
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
「
イ

ズ
シ
カ
問
屋
」、
世
界
農
業
遺
産
・

日
本
農
業
遺
産
で
あ
る
静
岡
水
わ

さ
び
の
伝
統
栽
培
地
、
地
産
地
消

　

今
年
度
の
大
会
議
案
の
項
目
は

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
、
よ

り
特
化
し
た
内
容
と
す
る
た
め
、

従
来
の
４
議
案
か
ら
「
か
な
が
わ

農
政
の
推
進
に
関
す
る
要
望
」「
農

地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
要
望
」「
農
業
委
員
会
活
動
の

強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
の

３
議
案
へ
と
、
整
理
・
集
約
し
ま

し
た
。

を
目
指
し
た
農
産
物
直
売
所
、
Ｊ

Ａ
伊
豆
の
国
「
農
の
駅
伊
豆
」
な

ど
、
各
所
を
視
察
し
、
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

▲「イズシカ問屋」の搬入受入れの様子

▲保険料支払いによる節税効果の例
（注）保険料支払い後も保険料支払い前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

令
和
元
年
度神奈

川
県
農
業
委
員
会
大
会

県
外
農
業
優
良
事
例
調
査
研
修
会

　農業者年金は、農業の担い手のための公的年
金制度です。社会保障と個人の備えを組み合わ
せて将来に備えましょう。

●次の要件を満たす方なら
どなたでも加入できます。

◦年間60日以上農業に従事
◦60歳未満
◦国民年金第1号被保険者
　（国民年金保険料納付免除者を除く）

●農業者年金の５つのポイント
①確定拠出型年金で、加入者・受給者数に左右
されない安定した年金。

②保険料は月額2万円〜 6万7千円の範囲で、千
円単位で自由に設定することができる。

③原則65歳から受け取る事が出来る終身年金。
	 80歳より前にお亡くなりになられた場合でも、
80歳までに受け取るはずであった年金額の一
部が遺族へ支給される。

④一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助。
⑤支払った農業者年金の保険料全額が社会保険
料控除の対象。将来農業者年金として受け取っ
た年金も公的年金等控除の対象。

農業者年金に加入しませんか？

税率
（所得税・
個人住民税・
復興特別所得税）

保険料 政策支援加入 通常加入

課税対象所得 月　額 1万円 2万円 6.7万円

年　額 12万円 24万円 80.4万円

195万円以下 15.1％ 18,000円 36,000円 121,000円

195万円超 330万円以下 20.2％ 節税額 24,000円 48,000円 162,000円

330万円超 650万円以下 30.4％ 36,000円 73,000円 244,000円

老後の備えは、
国民年金と農業者年金で！
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▶︎
励︎
ま
し
の
言
葉
を
贈
る
宮
村
会
長

▶︎
ほ
場
で
の
研
修
の
様
子

▲とらばさみ ▲違法なくくりわな

　
「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」（
塾

長
：
秦
野
市
長
、
副
塾
長
：
秦
野

市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
及
び
秦
野
市
農
業
委
員
会
会

長
）
は
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手

づ
く
り
と
し
て
、
新
規
就
農
や
農

業
参
画
を
希
望
す
る
市
民
に
対
す

る
、
本
市
独
自
の
サ
ポ
ー
ト
制
度

で
、
農
業
・
農
作
物
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、

新
た
に
農
業
に
参
入
す
る
た
め
実

践
的
な
農
業
を
学
ぶ
新
規
就
農

コ
ー
ス
、
農
産
加
工
品
の
製
造
販

売
を
学
ぶ
農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

●
閉
講
式

　

令
和
２
年
２
月
１
日
に
、
令
和

元
年
度
は
だ
の
市
民
農
業
塾
の
閉

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
修
了

生
は
、
新
規
就
農
コ
ー
ス
３
名
、

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
５
名
、
農

産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
８
名
、

計
15
名
（
重
複
除
く
）
で
し
た
。

宮
村
俊
男
秦
野
市
農
業
委
員
会
会

長
か
ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
修
了

生
に
送
ら
れ
る
と
、
修
了
生
を
代

表
し
新
規
就
農
コ
ー
ス
の
塾
生
が
、

講
師
や
研
修
受
入
農
家
等
へ
の
感

謝
と
、
就
農
に
向
け
た
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

使
用
で
き
る
わ
な
（
く
く
り

わ
な
及
び
は
こ
わ
な
）
は
、
Ｊ

Ａ
が
市
や
県
に
捕
獲
許
可
申
請

を
し
た
際
に
申
告
し
た
わ
な
に

限
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
Ｊ
Ａ
が
貸
与
し
て
い
る

わ
な
は
問
題
な
く
使
用
で
き
ま

す
が
、
自
作
や
自
分
で
購
入
し

た
わ
な
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

Ｊ
Ａ
に
使
用
を
申
し
出
て
、
申

告
さ
れ
て
い
な
い
限
り
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

く
く
り
わ
な
を
仕
掛
け
る
場

合
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
し
っ
か
り

固
定
し
、
十
分
強
度
の
あ
る
ワ
イ

ヤ
ー
を
使
用
し
な
い
と
、
獣
の
逆

襲
に
よ
り
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
捕
獲

後
の
止
め
刺
し
や
そ
の
後
の
処
置

の
こ
と
も
考
慮
し
た
上
で
設
置
場

所
を
選
定
し
て
下
さ
い
。（
住
宅

場
合
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
８
１
ー
７
８
０
０

地
周
辺
は
不
適
で
す
）

　

わ
な
は
一
日
一
回
の
点
検
が
許

可
の
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
点
検
せ
ず
放
置
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
不
適
切
な
わ
な
を
使
用

し
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
違
反
し
た

は
だ
の
市
民
農
業
塾

わ
な
に
よ
る
捕
獲
の
注
意
点
！

　

鳥
獣
対
策
と
し
て
罠
に
よ
る
捕
獲
に
従
事
す
る
方
は
、
安
全
の

た
め
次
の
も
の
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
輪
の
直
径
が
12
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
も
の
。

　

例
：
胴
く
く
り
わ
な
（
過
去
に
Ｊ
Ａ
で
配
布
し
た
も
の
）
や
自

作
の
く
く
り
わ
な
等

○
締
め
付
け
防
止
金
具
が
装
着
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
よ
り
も
ど

し
が
装
着
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
直
径
が
４
ミ
リ

未
満
の
も
の
。

　

例
：
自
作
の
く
く
り
わ
な
等

○
と
ら
ば
さ
み
等
の
禁
止
猟
具



イ
ノ
シ
シ
被
害
に
思
う

野
菜
作
り
に
感
謝木島　榮子（戸川）

湯山　正計（蓑毛）
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実
家
は
た
ば
こ
農
家
で
両
親
は

ほ
と
ん
ど
外
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
裏
庭
で
母
が
用
意
し

た
「
か
ま
ど
」
で
パ
ン
を
焼
い
た

り
、
近
く
の
畑
で
麦
ふ
み
を
し
た

り
と
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
小
牛
に
毎
日
新
鮮
な
草

を
食
べ
さ
せ
て
い
た
ら
な
つ
い
て
、

私
を
背
中
に
乗
せ
て
歩
い
て
く
れ

た
時
の
こ
と
は
嬉
し
く
て
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

　

結
婚
し
て
か
ら
は
プ
ラ
ン
タ
ー

や
庭
先
で
さ
さ
や
か
な
野
菜
を
育

て
て
い
ま
し
た
。
20
年
前
に
家
の

近
く
の
畑
を
借
り
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
き
な
が
ら
家
庭
菜
園
で
色
々

な
野
菜
を
育
て
て
み
ま
し
た
。
特

に
大
根
は
足
の
太
さ
も
あ
る
立
派

な
も
の
が
出
来
て
学
校
の
バ
ザ
ー

に
出
し
て
喜
ん
で
貰
い
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
冬
は
勤
め
か

ら
帰
っ
て
、
懐
中
電
灯
を
持
っ
て

畑
に
行
き
野
菜
の
収
穫
を
し
て
か

ら
夕
飯
の
支
度
で
し
た
が
、
何
よ

り
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
た
く
て
苦

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
は

朝
早
く
に
ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、
ピ
ー

マ
ン
な
ど
を
収
穫
し
て
茹
で
て
麺

つ
ゆ
に
漬
け
、
大
き
な
タ
ッ
パ
に

入
れ
て
勤
務
先
の
仲
間
と
食
べ
る

と
、
翌
日
「
買
っ
て
作
っ
た
け
ど

味
が
違
っ
た
」
と
言
わ
れ
「
野
菜

は
採
り
た
て
が
一
番
お
い
し
い
の

よ
」
と
野
菜
談
義
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

5
年
前
に
「
は
だ
の
市
民
農
業

塾
」
を
知
り
、
主
人
と
二
人
で
受

講
し
、
今
で
は
「
じ
ば
さ
ん
ず
」

に
出
荷
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
菜
作
り
は
私
が
先
輩
で
し
た
が
、

今
で
は
作
付
け
計
画
や
種
子
、
肥

料
や
資
材
の
購
入
、
耕
運
機
で
の

土
づ
く
り
な
ど
を
主
人
が
し
、
計

画
的
に
1
年
間
を
通
し
て
約
40
種

類
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
作
り
を
始
め
て
か
ら
8
歳

と
6
歳
の
孫
は
、
わ
が
家
に
来
る

な
り
「
畑
に
行
く
」
と
言
っ
て
、

ニ
ン
ジ
ン
、
大
根
、
ネ
ギ
な
ど
自

分
で
収
穫
し
て
持
っ
て
帰
り
ま
す
。

じ
い
じ
の
軽
ト
ラ
で
畑
に
行
く
の

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
は
気
候
の
変
化
や
鳥
獣

害
被
害
、
草
取
り
な
ど
大
変
な
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
野
菜
が

完
売
し
た
時
や
お
客
様
か
ら
注
文

が
あ
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。
野

菜
作
り
は
、
家
族
や
農
業
仲
間
、

地
域
の
人
々
、
お
客
様
と
の
交
流

の
輪
を
作
り
、
頭
と
体
を
使
っ
て

認
知
症
予
防
に
も
な
り
感
謝
感
謝

で
す
。

　

昨
年
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
時

代
が
変
わ
り
、
干
支
が
「
亥
」
だ

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
イ

ノ
シ
シ
の
出
没
が
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
問
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

秦
野
市
で
も
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
や
畦
畔
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
崩
落
被
害
が
多
発
し
、

何
処
に
行
っ
て
も
イ
ノ
シ
シ
被
害

の
事
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
蓑
毛
地
区
で

も
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
や
畦
畔
の
崩
落
被
害
に
加
え
、

庭
先
へ
の
出
没
が
日
常
化
し
、
イ

ノ
シ
シ
被
害
の
状
況
確
認
が
挨
拶

代
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

電
気
柵
や
花
火
等
に
よ
る
追
い

払
い
も
、
あ
る
程
度
の
効
果
が
有

り
、
有
効
か
と
も
思
い
ま
す
が
、

捕
獲
檻
・
く
く
り
罠
・
狩
猟
等
に

よ
る
駆
除
が
、
よ
り
重
要
だ
と
思

い
知
ら
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

私
は
、
農
協
の
「
有
害
鳥
獣
捕

獲
講
習
」「
く
く
り
罠
講
習
」「
煙

火
講
習
」
等
を
受
講
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
落
花
生
が
食
害
に
遭
っ

た
時
、
東
支
所
か
ら
箱
ワ
ナ
を
借

用
し
、
短
期
間
で
タ
ヌ
キ
四
頭
を

捕
獲
出
来
、
ひ
と
安
心
し
て
い
た

の
も
束
の
間
、
今
ま
で
被
害
が
無

か
っ
た
蓑
毛
下
地
区
の
自
宅
の
庭

や
、
近
隣
の
家
々
の
庭
先
に
も
、

毎
日
の
よ
う
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没

し
、
身
の
危
険
を
訴
え
る
女
性
が

何
人
か
出
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
組
合
の
役
員
に
も
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
つ
い
て
の
相
談
や
要
望

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
鳥
獣
被
害

対
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
秋
、
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
支
援
や
地
域
の
方
々
の

協
力
で
、
な
ん
と
か
捕
獲
檻
の
設

置
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
私
は
、

捕
獲
檻
の
管
理
補
助
者
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
当
初
、
タ
ヌ
キ
一
頭
を
捕

獲
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

肝
心
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

蓑
毛
に
は
、
昨
年
十
五
頭
程
の

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
名
人
が
居

ら
れ
ま
す
の
で
、
エ
サ
の
種
類
や

与
え
方
等
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
イ
ノ
シ
シ
と
の
知
恵
比
べ

を
し
な
が
ら
、
捕
獲
に
繋
が
る
よ

う
、
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
今
年
の
目
標
は
、県
の「
わ

な
猟
免
許
」
を
取
得
し
、
微
力
な

が
ら
、
積
極
的
に
有
害
鳥
獣
対
策

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
で
す
。

農
家
の
声



農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
元
年
11
月
～
令
和
2
年
2
月
）

─
特
定
生
産
緑
地
制
度
─
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Q　

私
が
所
有
す
る
生
産
緑
地
は
、
令
和
4

年
に
指
定
か
ら
30
年
が
た
つ
け
ど
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
か
な
？

A　

指
定
後
30
年
が
経
過
す
る
生
産
緑
地
の

取
扱
い
に
つ
い
て
「
特
定
生
産
緑
地
制

度
」
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

Q　

詳
し
い
説
明
を
聞
き
た
い
け
ど
、
ど
こ

で
聞
け
る
か
な
？

A　

下
の
表
の
と
お
り
、
生
産
緑
地
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
特
定
生
産
緑
地
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
指

定
手
続
き
に
関
す
る
説
明
も
あ
り
ま
す
の

で
、
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
て
い
る
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
回

の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

	

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
に
関
す
る
今
後
の
状
況
に
よ
り
、
開
催

の
可
否
を
含
め
て
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
ま
で

☎
８
２
ー
９
４
６
３

　

２
月
22
日
に
堀
山
下
地
区
に

お
い
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
鳥
獣
被
害
防
止
用
電
気
柵
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

生
産
組
合
員
の
ほ
か
、
支
援
セ

ン
タ
ー
、
農
協
支
所
職
員
、
農

業
塾
生
が
参
加
し
、
全
長
約

１
７
０
０
ｍ
に
わ
た
り
電
気
柵

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
電
気
柵
は
５
段
張
り
と

し
て
お
り
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

両
方
に
対
す
る
被
害
防
止
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
倉
生
産
組
合
の
髙

橋
正
宏
生
産
組
合
長
は
「
今
後

も
電
気
柵
の
設
置
範
囲
を
拡
大

す
る
な
ど
対
策
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
総
会

11
月
25
日
、
12
月
25
日
、

1
月
24
日
、
2
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
・
面

積
は
左
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

11
月
15
日
、
12
月
13
日
、

1
月
15
日
、
2
月
14
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
会
大
会

11
月
7
日

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
　

　
農
業
委
員
等
研
修
会

2
月
3
日

●
県
外
農
業
優
良
事
例

　

調
査
研
修
会

2
月
7
日

総会の主な審議案件と件数
審　議　案　件 件数 面積（㎡）

耕作目的の売買、賃借
（3条許可） 1件 542

市街化調整区域の転用
（4、5条許可） 9件 8,234

市街化区域内の転用
（4、5条届出） 66件 41,157

利用権の設定 38件 57,238

相続税納税猶予 2件 12,756

開催日時 会場

4月24日（金）
18時から クアーズテック秦野カルチャーホール

（秦野市文化会館）小ホール4月25日（土）
14時から

　毎年お願いしている（一社）神奈
川県農業会議農政活動協力金につき
ましては、本年度は1,770戸の農業
者の皆様にご協力いただきました。
　誠にありがとうございました。

ご協力ありがとうございました。
協力金額　８８５，０００円

（一社）神奈川県農業会議
農政活動協力金

　この農政活動協力金は、
（一社）神奈川県農業会
議が行う農政対策活動や、
各地区生産組合の地域農
政活動への助成等に充て
られます。

支援
センター
通信

鳥
獣
被
害
防
止
用
電
気
柵
設
置

相
談
コ
ー
ナ
ー
！



区分 平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（件）

田 11,000 20,100 4,500 5

畑 8,900 14,000 2,700 27

農地の賃借料情報

編

集

後

記
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春
・
夏
野
菜
の
種
ま
き
、
植

え
付
け
の
本
格
的
な
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
豪
雨
に

よ
る
農
地
畦
畔
の
崩
壊
や
植
え

付
け
苗
の
流
亡
等
の
被
害
が
各

地
で
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　
「
苗
半
作
」
と
言
わ
れ
、
苗

の
出
来
が
そ
の
後
の
生
育
や
収

量
を
左
右
し
ま
す
。
気
候
変
動

が
著
し
い
昨
今
、
先
ず
は
根
張

り
が
良
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

苗
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

山
口　

孝
嘉
）

※農地の区分、平均値、最高額、最低額を賃
借料情報として提供します。（施設野菜・
施設花卉及び現物支給は除く。）
※金額は、１件ごとに百円未満を四捨五入し
て集計したものです。
※データ数は、集計に用いた件数（筆数）で
す。

　平成31年1月から令和元年12月まで
に利用権設定により賃貸借された農地の
賃借料（10ａ当たり）は、下表のとお
りです。

農産物品評会
　

令
和
元
年
11
月
15
日
（
金
）

か
ら
17
日（
日
）に
か
け
て「
第

55
回
秦
野
市
農
産
物
品
評
会

（
主
催
：
秦
野
市
農
産
物
品
評

会
実
行
委
員
会
）」
が
、
秦
野

市
農
業
協
同
組
合
本
所
農
業
団

地
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
は
、
立
て
続
け
に

発
生
し
た
台
風
に
よ
る
農
業
施

設
の
破
損
、
土
砂
崩
れ
や
冠
水

な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
被
害
の
影
響
も

あ
り
、
出
品
数
は
前
年
に
比
べ

64
点
少
な
い
２
８
２
点
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
優
秀
な

も
の
で
、
優
秀
賞
20
点
を
は
じ

め
全
１
０
０
点
が
褒
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
業
振
興
課

　
　

☎
８
２
‐
９
６
２
６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

審査の様子出品された農産物

　全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供と解説、
先進農家の経営紹介、農業入門など読んで役立つ
情報が満載です。
●毎週金曜日（月４回）発行
●購読料　月７００円
●お申し込みは、農業委員、推進委員、または事
務局まで。
　農業委員会事務局　☎８２-９６５４

全国農業新聞

優
秀
農
産
物
が
出
品
！


